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                            長野 志保  

 慌ただしい日常の中で、今年度を何とか終えようとしています。思い起こせばちょうど一年前、これか

らどうなるのだろうと、みんな悩み模索し、そのなかで決断も繰り返していました。そうして現在。ピア

スはいろいろと変化は強いられましたが、ほぼ予定通りの就職者を出すこと出来たこと、それと大きく

体調を崩すメンバーがいなかったことに、安堵の年度末となっています。 

 この未曾有の事態中、私達は常に優先順位を問われました。メンバーの健康と安心。だけど就労への道

は止めない。メンバーに理解と協力をもらいながら就労支援を進めてきました。そして変わったことと

変わらないこと。あらためてわかったこと、大切なこと。 

 「働 きたいを けるに」のスローガンで始まったピアスの就労支援。今までも変化はたくさんありまし

た。その仕組みとそれまでの変遷について紹介したいと思います。 

 

左の図は、ピアスの就労支

援の仕組みです。 

 

ピアスは、精神的な病気や

障害、発達障害を持ちながら

も働 きたい」と希望してい

る人が、ピアスに通いながら、

 くことを目指して準備をし、

就職してからも き続けるこ

とを支援する事業所です。 

 

準備のメインとなる職業準

備訓練を行うのは働就労移行

支援事業」です。実践的な作

業活動やプログラムを通し、

職業準備性を身につけます。 

 

またピアスでは訓練の前段

階として、まずは通所の練習を働自立訓練（生活訓練）事業」で行い、職業準備性を積み上げていくことが出

来ます。就労後は働就労定着支援事業」を利用しながら職場定着を図り、入口から出口までトータルに活用出

来るのが、ピアスの就労支援の仕組みです。 

現在、３事業とも定員は 20名です。近年、自立訓練から入所される方が多く、今年度は 17名の新規利用

者のうち、10名は自立訓練から入所されています。定着支援事業の新規利用者も増えていて、24名が利用中

です。 

この通信では、ピアス（就労移行支援事業・自立訓練（生活訓練）事業・就労定着支援事業）のト

レーニングやイベントを中心に、働 く」ことに関する情報を発信していきます。 
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ピアスの就労支援の仕組み 
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 次に、現状のこの仕組みが出来るまでのいきさつについて触れたいと思います。 

 

働 きたいを けるに」――ピアスのはじまり 

 棕櫚亭は、1987年に共同作業所働棕櫚亭Ⅰ」を開設したのが始まりです。 

 活動開始から10年が経った1997年には、当事者の働 きたい！」という切実な思いにこたえるため、精神障

害者の就労支援に特化した働社会就労センターピアス（通所授産施設）」を開所しました。働 きたいを けるに」

を合言葉に、様々な試行錯誤がありました。まだ自立支援法施行前の時代です。作業所時代には考えられなかった利

用期限（2年）を設けたり、就職に向けた準備の進捗を測るチェックリストの導入など、ときには常識を覆すことに

もチャレンジをしてきました。国立市の他、立川市にも事業所を展開して、多くのメンバーを迎え入れてきました。 

その後、自立支援法の事業移行に向けて法人内で議論が交わされ、2007年、現在の国立の地で、就労移行支援事

業ピアスへと移行を遂げました。 

 

対人コミュニケーションへの支援――CES のはじまり 

 開所以来、統合失調症の方が利用者に多く、職業準備訓練に取り組んできたピアスでしたが、時とともに制度や社

会など外部の状況が大きく変わり、利用者層も変化してきました。2009年頃からは、発達障害の方の利用が少し

ずつ増え、対人関係の困難さから働コミュニケーションの悩み」が変化してきました。 

従来、ピアスではグループワークの相互作用を大事にしてきました。ピアスという集団の場で活動することを通し

て、自然とコミュニケーション力の向上に取り組めていました。しかし、時代は既存のものだけでは足りず、新しい

取り組みが必要となったのです。 

そこで、これまた様々な試行錯誤の後、2012年からは講師を招き、就労をテーマにした発達障害者用のＣＥＳ

（セス：Communication「Enhancement「Session）を開始するに至りました。CESは、その目的を働自分の対人

関係上の得意不得意を見直すことによって障害や病気の理解を深め、より快適な社会生活を送れること」としていま

す。CESのプログラムは、参加者それぞれにコミュニケーションの着眼点への気づきを促していくものです。スタ

ッフもここに関り、本人とコミュニケーションの傾向を共有します。自分の傾向に合わせ、現実の働 く」場面を想

定して作った『台本』が、日々のトレーニングで使えるようになれば、それは自信に繋がっていきます。現在までに

60人以上の利用がありました。 

 

より多くの人に利用してもらいたいー―自立訓練（生活訓練）事業のはじまり 

 このころ、就労移行支援を利用し始めたものの、途中から通所が困難になってしまったり、集団に溶け込めずに中

断したりする人が出てきました。これまでよりも、集団で活動する経験が乏しい、あるいは場に適応することに課題

のある人の利用が増えてきたのです。就労支援を望む人の裾野が広がっていました。 

そこで2014年、就労移行支援事業の前に助走期間として働生活リズムをつける」働体力をつける」働社会性を学

ぶ」など就労移行支援に進むための土台作りに取り組める自立訓練（生活訓練）事業を設けました。 

就労移行支援のハードルが少し高いと感じる人でも、週3日、半日～利用できる生活訓練なら取り組みやすく、場

に慣れながら徐々にステップアップを目指します。就労支援の仕組みとして定着した現在は、生活訓練から出発した

利用者が就労移行へ移籍して、就職をしています。他にも、休職中のリワーク目的で生活訓練を利用し、職場復帰で

きたケースなどもあり、2事業の活用により、就労支援の可能性はさらに広がっています。さらに、2018年から

は就労後もサポートする就労定着支援事業を開始しました。同じ法人内の就業・

生活支援センターオープナーと連携し取り組むこの事業は、利用者の9割が就労

定着しています。 

  

ピアスの就労支援は、時代や社会情勢など外部状況によりさまざまな変化を遂げ

てきました。きっとこれからも、私たちはより良いサービス提供を目指していく

ことと思います。しかし、開所以来働ピアスメンバーの幸せ実現を一緒に取り組

みたい」、その思いは変わりません。 くことが本人の幸せ実現につながる――

メンバーそれぞれの想いを大切にし、百人百様の支援働オーダーメイド支援」で

多く方の幸せ実現に立ち会えたらうれしい限りです。 

 

 

 

より詳しくピアスの変遷を知りたい方は、書

籍をどうぞ。近くの書店、もしくはピアスにま

でご連絡ください。 
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◆仕事紹介◆ 

川崎市にある「NKKスイッチズ株式会社」

というスイッチの製造と販売をしている会

社で、清掃の仕事をしています。4 階建て

のオフィスビル内で、主に床の掃き・拭き掃

除、テーブル拭き、トイレ清掃をしています。 

9 時から 16 時までの 6 時間勤務で、通

勤時間は自宅から自転車で 30分です。 

 

 

 

 

     毎号ピアス通信では、働ピアスOBインタビューリレー」と称し、ピアスOBの く姿を 

     紹介していきたいと思います。今回は職場に訪問させていただき、お話を伺いました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松澤 森人さん 

2018 年 11月就職 

 ピアスOB インタビューリレー 

 

◆仕事をしていてうれしかったこと◆ 

給料を貰えることです。初めての給料で買った黒い自転車は、今も通勤に使っ

ています。自転車はいい気分転換になって、今では趣味にもなっています。いつ

か遠出をしたいです。 

それと、職場の人から「きれいになったね」と声を掛けられたときや、会社から

『日頃頑張っている人へ』とクオカードをもらったときもうれしかったです。 

今は将来のために貯金をしていますが、買い物に使える金額が増えたのもうれ

しいです。 

◆仕事を始めて大変なこと◆ 

ピアスの時に比べて体が疲れやすいところです。それは清掃をしながら一日中

動いているからだと思います。でも、辞めたいと思ったことはありません！ 

疲れを取る工夫として、お風呂でゆっくりするようにしています。 

◆ピアスの取り組みで役に立ったこと◆ 

清掃職のイメージをつかむことが出来ました。そしてピアスの就労トレーニング

をしながら、決まった手順を黙々と作業を進めていくのは、自分に向いている仕

事だとわかりました。体力がついて、生活リズムが整ったのは、今でも役に立っ

てます。 

それと、コミュニケーション力が向上できました。CES に参加して、報連相の練

習などやってきたことは、今でも活かしています。 

◆安定して働くために気をつけていること◆ 

規則正しい生活リズムを心がけています。それと休みの日には気分転換をして

います。今は動画を観たり、音楽を聴いたりするのが気分転換になっています。 

疲れをとる工夫もしていて、たまには横になって過ごすこともあります。 

◆支援機関の使い方のコツ◆ 

何かあればすぐに相談しています。今までも、場合によっては臨時で相談するこ

とがありました。以前の職場は大変で、すぐに相談をしました。その結果、今の

職場に転職をし、今は安定して働けています。 

◆将来の夢◆ 

ずっと安定して働き続けたい。出来れば定年まで、です。 

親からもいつかは自立をしたいと思っています。いずれは一人暮らし。そのため

に、今は家事を学んでいるところで、料理のレパートリーも増やしています。 

キビキビと く姿は頼もしく、 

働今の仕事は天職だと思っている」と

話してくれた松澤さん。 

今後のご活躍も応援しています！ 
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◆ピアスからのお知らせ◆ 

～ 定着支援事業をご利用のみなさまへ ～ 

 このピアス通信が届く頃、桜は満開を迎え、見上げる景色が目を喜ばせてくれる、そんな時節柄かと思い

ます。3月 21日には緊急事態宣言解除の報が流れ、まだ緊張は続くものの、感染対策の経験を積み、昨年

よりは春を実感出来そうな、そんな予感がしています。 

 そんな春先、まだまだ予断を許さない状況ではありますが、４月のOB会はピアスで行うことを計画して

います。念入りな感染対策をしつつ実施します。ただ、今回は同時にオンラインでも行う予定で、当日の会

場と zoom で繋がって参加も出来ます。リアルに会う＆オンラインでもやる、の両刀使い！（ハイブリッ

トと呼んでいますが、合っているかな？）。どちらに参加をしても大丈夫です。 

 詳細は働ピアスだより」でもお伝えしますが、参加希望の方、ご連絡お待ちしています。 

 

●今後の予定● 

４月 10日（土） ハイブリッドＯＢ会（リアル＆zoom） 10:30～ 

※OB会は、毎月第 2土曜日の午前中に開催しています。 

 

４月 17日（土） フォローアップＣＥＳ 10：00～ 

※場所はピアスⅡ（自立訓練事業ピアス）で行います。 

 

～ その他のお知らせ ～ 

 多摩棕櫚亭協会では、新型コロナウィルス感染症防止として、法人建物入り口にアルコールスプレーの消 

毒液を置いています。手洗いも含め、入館時の手指消毒のご協力をお願いしています。また、来館者の記録

のため、入館の際は、お手数ですが来館者名簿への記入をお願いしています。1 月からは、体温の記録もお

願いしています。自宅で測った体温もしくは、名簿近くに置いてある非接触型の体温計での計測をお願いし

ます。 

 今後も建物内の人数が密になることを避けるため、面談の変更や訪問の延期をお願いすることがあります。

今後も安全にみなさまにご利用いただくため、重ねてご協力をお願いします。 

 

 

【編集】国立市富士見台 1-17-4 

     社会福祉法人 多摩棕櫚亭協会 

     就労移行支援事業所ピアス内 

     はれのちくもり編集委員会 

    Tel 042-575-5911 

【発行】特定非営利活動法人  

     障害者団体定期刊行物協会 

    〒157-0072 世田谷区祖師谷 3-1-17-102       

    Tel 03-6277-9611 

【定価】100 円 

ホームページで最新情報をお届けしています。 

 ➛www.shuro.jp 

 または『棕櫚亭』で検索！ 

◯編集後記〇 

先日法人が受賞した働女性活躍推進大賞」のメディア紹介で、ピアスの様子がテレビで放映されました。お昼時、メン

バーとその動画を観て盛り上がっていると、やはりピアスの働同じ時間、同じ気持ちを分かち合う体験」は貴重だな、

と感じました。この分かち合う体験が制限された1年でしたが、大切なものは戻ってきます。お花見も然り。（長野） 

 


